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第９期市民協働推進会議

「市民が輝き地域を照らす」提言
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市民主役のまちづくり（市民協働）
～鯖江市の市民力の土壌～

1995年（平成７年）
世界体操競技選手権大会

「やれば出来る！！」市民の自信 となった

きっかけは、市民による「おもてなし」

●2003年(平成１５年)９月「鯖江市市民活動によるまちづくり推進条例」･
「まちづくり推進条例施行規則」を制定
市民からの提案により制定→市民活動を推進、新しい公共サービスの創造を市民参加
で進めるため→市民協働推進会議設置・委員は市⾧委嘱、公募

・意見の提案：新しい公共サービスの創造の推進、市民活動の活性化に関して、市長に提案することができる
（条例に明記）

＜現在第９期＞ 委嘱期間 ２年間（R3.11～R5.11）委員13名
・第1期～第3期 事業報告（H16～H20）
・第3期 提言：新たな担い手づくり（H22）
・第4期 提言：防災総合訓練のあり方（H25.9月）
・第5期 提言：イベントのあり方（H27.2月）
・第6期 提言：小さいコミュニティの活性化（H29.3月）

・第7期 提言：持続可能な鯖江の未来の描き方（R元.8月）
・第8期 提言：市民で創る市民活動計画（R3.8月）



市民主役のまちづくり（市民協働）
●2010年4月、市民提案のもと「鯖江市民主役条例」を制定
自分たちのまちは自分たちがつくることを明文化

2010（H22）.7.7 「鯖江市市民主役条例推進委員会」を発足し、
鯖江市と「七夕協定」を締結。条例の推進に向けた協議を開始。

市民参画
部会

さばえ
ブランド
部会

地域自治
部会

●2011年度(H23年)「提案型市民主役事業化制度」がスタート
市の事業の中から、市民が「新しい公共」の担い手として行ったほうが良い
事業を「市民主役事業」として実施。

2011年度…17事業実施 2022(R4)年度…35事業



第８期市民協働推進会議 提言（2021）
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まちづくり計画とは

自分たちの

まち（自治）を

自分たちで

つくる

自分たちの

まち、地域を

どうしたいか

自分たちが

どうすれば

いいか

何をしたいか

※地区まちづくり計画策定→目的ではない！
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地区ヒアリング（吉川地区）
吉川地区コウノトリ
観察会（R5.6.10）

吉川ふれあいマップ

中・高校生フリーキャンパス
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地区ヒアリング（河和田地区）
河和田地区の現状

高齢者の体力、
認知度測定
福井大学の協力を
得て実施していま
す。
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地区ヒアリング（鯖江地区）

第２回
平成30年
（２０１８年）

応募総数
310首
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地区まちづくり計画策定 ロードマップ

学 ぶ

• 「計画」（必要
性）を「まちづ
くり有志」が学
ぶ

知 る

• 市民（地区住
民）に知って
もらう

• 「見える化」

すすめる

• モデル地区な
どで推進

計画策定

•手順が大事
• 1年ごとに着地点、
達成感が必要→

• 1年任期でも達成感
があれば→

•次につながる

達成感（楽しさ）が大事→後継者育成→持続可能なまちづくり
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まちづくり組織 ３原則

計画がある
だれでも

入れる仕組み

分野別組織
あり
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「地区まちづくり計画」策定ポイント
公民館、地区区長会等に必要性を理解してもらう

市民協働の重要性を地区
ごとに周知すべき。

各地区によって特色、特徴
があり、それぞれの地区に
応じた計画が必要。

策定時期も、地区によりバ
ラバラでよい。

市民がどうしたら熱くなるか

計画策定は急がない。市
民が熱くなって、自発的に
策定する期を促す。

→市民がどうしたら熱くなる
か→しくみづくりが必要

※意見しやすい環境、女性
や若者も参加しやすい、固
定メンバーの後継者が必
要（持続していくため）

組織力のある区長+やる気
のある市民→市民が意識
をもち、リードする（声をあ
げやすい環境～女性や若
者を巻き込む）

※歯車が合わないといけな
い。公民館・社会教育委員
等

これからの公民館はコミュ
ニティの中心

個人を豊かにする時代から
社会・地域を豊かにする時
代へ

（人口減少社会における社
会教育の重要性）

主
体
的
住
民
意
識
の
醸
成
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
へ

人づくり
つながりづくり

地域づくり・まちづくり

役員にあて職と有志（公募）

行政と市民
との関わり
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市民活動・NPOにおける市全体の活動計画づくりについて

活発に市民活動に
参画したい人・
すでに参画してい
る人に焦点

自分らしく生きる
自分が行うこと

他者に求めること
さばえ未来カード

前期の提言
今期の活動

広げていくために



さばえ未来カード



新陳代謝。新メンバーが入らない（特に若手）
ボランティア軸の活動が多く、資金不足

つながりがない
発信力が足りない

知名度が低い
交流がない

団体に必要なこと・弱点

メンバー不足
61%

資金
11%

繋がり5%

その他

①新規層の獲得

②横連携（つながり・交流・発信力）の不足



新陳代謝。新メンバーが入らない（特に若手）
ボランティア軸の活動が多く、資金不足

つながりがない
発信力が足りない

知名度が低い
交流がない

団体の⾧所・持ち味

メンバー不足
61%

資金
11%

繋がり5%

その他

発信力
7%

楽しんで活動5%
仲良し
7%

行動力4%

組織力4%

活動力4%

ボランティア精神4%

わかりやすい4%

誰でも参加
元気な高齢者

他団体との繋がり
前向きな取り組み

喜んでもらえる
…



まずは活動を知ってもらう
市民力市民活動

団体の
見える化

団体の
横連携

“やってみたい“の
背中に手をそえる

マッチングに特化した
コーディネーター

こんな活動をしてみた
い!と思い立ったとき
団体とアクセスするた
めの情報開示

・楽しく前向きな活動
・参加しやすい環境

鯖江の愛着度が高まる
市民主役のまち

新規メンバーの加入
協力者が増える

多様な関わり方可能

新規メンバーの加入
発信力がつく
横連携に繋がる

鯖江の一員になった
実感が沸く

聞く・見る・参加する 支える・運営する加入する
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「明確化・情報開示」の具体的な手法

広報さばえに掲載する団体紹介コーナーの充実1

2

3

団体紹介パネルの活用

マッチングに特化したコーディネーターの配置
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「明確化・情報開示」の具体的な手法
広報さばえに掲載する
団体紹介コーナーの充実1
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団体の見える化

さばえ市民主役フェス30団体紹介

外から見てわかりやすい情報
目的・内容・魅力など一目でわかる

活動に参加したい方向けの
入口・顔がみえる

活動内容から興味を持った
団体の活動に参加する

広報さばえに掲載する
団体紹介コーナーの充実1
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「明確化・情報開示」の具体的な手法
2 団体紹介パネルの活用
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まとめ
現状
全国的に市民主役まちづくりが広まっている。その中で少子化、
核家族化、高齢化に伴い、地域コミュニティの弱体化が顕著。
個人が複数の組織に参加し、他人とのつながりが希薄化する中で、
市民活動の推進には、つながりづくりが必要。

未来アプローチ
他人に対する思いやり、地域に入りやすい文化の醸成が必要。
そのためのまちづくり計画、団体の見える化、コーディネータ配置。

市の「伴走」支援を期待し、市民力の高い市民主役のまちづくりと
持続可能なまちづくりを推進する。
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